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（１）調査担当課

（２）アンケート内容

（３）調査期間

（４）送付数

（５）回答数

①地域振興部　地域コミュニティ課　　②都市整備部　まちづくり課
③都市整備部　公園緑地課　　　　　　④田野総合支所　農林建設課

　①　「地域コミュニティおよび交流センター」に関するアンケート調査
　②　「中心市街地活性化」に関するアンケート調査
　③　「橘公園の今後のあり方」に関するアンケート調査
　④　「田野・清武地域日本農業遺産」に関するアンケート調査

令和６年１０月１１日～令和６年１０月２５日　※終了後も一定期間回収

１９９人　（WEBモニター：１３５人、郵送モニター：６４人）

①１８７人　（WEBモニター：１２５人、郵送モニター：６２人）　回答率　９４．０％
②１８５人　（WEBモニター：１２３人、郵送モニター：６２人）　回答率　９３．０％
③１８２人　（WEBモニター：１２０人、郵送モニター：６２人）　回答率　９１．５％
④１８３人　（WEBモニター：１２１人、郵送モニター：６２人）　回答率　９２．０％

※回答比率は、小数点第1位を四捨五入しているのため、合計が100％にならない場合があります。

令和6年度　第2回宮崎市政モニターアンケート調査概要

　モニターの属性　　　　　　　　　　　　　　　　基準日：令和6年4月1日

　年齢別

　職業別

WEB
モニター
67.5%

郵送
モニター
32.5%

　モニター種別（アンケート方法）

18～19歳
1%

20～29歳
6.5%

30～39歳
15%

40～49歳
20%

50～59歳
20%

60～69歳
15%

70～79歳
15%

80歳以上
7.5%

会社員
46%

主婦(夫)
18%

無職
19%

自営業
4%

公務員
3%

学生
2%

その他
8%

旧宮崎市域
78.5%

佐土原町域

8.5％

高岡町域
3%

田野町域
2.5%

清武町域
7%

宮崎市外
0.5%

　地域別

18～19歳 2人 50～59歳 40人

20～29歳 13人 60～69歳 30人

30～39歳 30人 70～79歳 30人

40～49歳 40人 80歳以上 15人

合　計 200人

旧宮崎市域 157人 高岡地域 6人

佐土原地域 17人 清武地域 14人

田野地域 5人 宮崎市外 1人

合　計 200人

会社員 92人 自営業 8人

主婦(夫) 36人 公務員 6人

無職 38人 学生 4人

その他 16人 合　計 200人

WEB 135人 郵送 65人

合　計 200人



（１）調査期間 令和6年10月11日～令和6年10月25日　※終了後も一定期間回収

（２）モニター数 199人

（３）有効回答者数 187人　（回答率　94％）　

（４）担当課 地域振興部　地域コミュニティ課

令和6年度 宮崎市政モニターアンケート

「地域コミュニティおよび交流センター」に関するアンケート調査 集計結果

◆ 調査の目的

　本市では、地域自治区制度の下、地域のまちづくりを進めているが、その中心を担っているのは、地
域住民の意見を調整し、市政に反映させる「地域協議会」と、地域のまちづくり活動を行う「地域まち
づくり推進委員会」である。これらの認知度や活動への参加状況を把握することにより、今後の地域ま
ちづくりの進め方について参考とするものである。
　また、本市では「１中学校区に１館」を基準に交流センターを設置しており、「交流、地域活動及び
生涯学習の拠点」として位置付けている。交流センターの認知度や市民のニーズなどを把握すること
で、今後の管理運営の参考とするものである。

◆ 調査概要

◆ 調査結果考察
【問1】の「地域活動への参加」については、62.6%の方が何らかのまちづくり活動に対して参加していると
いう結果で、前回調査時（令和4年度宮崎市政モニターアンケート<以下同じ>）よりも7.7ポイント減少し
た。

【問2】の「参加動機」としては、「自主的に参加した」が53.8%と最も多く、2番目に「自治会などの地域
団体からの依頼」、3番目に「子どもや家族のため」が続き、まちづくり活動の参加者のうち、約半数の方
は、自主的に参加している。

【問3】の「地域活動に参加したことがない」と回答した37.4%の方の「参加していない理由」としては、
「地域活動を知らなかったから」が51.4%と最も多く、2番目の「仕事や家事などが忙しくて参加する時間が
ないから」を合わせると、地域活動に対する関心が低くなっている。

【問4】の「どのようなことがあれば地域活動に参加したいか」については、「子ども向けのイベントや防
災訓練」「参加の仕方が分からないため周知の仕方を工夫してほしい」「障がいがあっても参加できる環
境」など、「内容」や「参加のしやすさ」に関する意見が多く、地域住民の関心のある活動や参加しやすい
環境が求められている。
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【問6】「地域まちづくりの区域（地域自治区）について、日々の生活や地域の活動を行っていくうえで障
壁となっていることや、問題点などを感じることはありますか」という質問については、「昔からの地元の
人達中心の活動であり、なかなかよそから転入した人たちは参加しにくい」、「地域の活動内容・情報が
もっと手に入りやすいと良いなと思う」などまちづくりに参入しやすい体制づくりが求められている。

【問7】～【問9】「地域まちづくり推進委員会」については、「活動内容まで知っている」という方が
24.7%で、前回調査時よりも3.5ポイント減少し、「参加したことがある」という方が22.9%で、前回調査時
よりも3.1ポイント増加した。また、地域まちづくり推進委員会が発行する広報誌やチラシについては、
59.4%の方が「見たことがある」と回答しており、前回調査時より2.5ポイント増加した。「活動内容まで
知っている」方は減少したが、「参加したことがある」「見たことある」方については増加となった。引き
続き、様々な媒体を活用し、活動に興味を持ってもらう工夫を行い、認知度を高めていく必要がある。

【問10】「令和７年度から「地域まちづくり推進委員会を中心とした多様な主体による、新しい地域のまち
づくりの仕組み」へ移行します。このことをご存じですか。」について、「内容について知っている」が
24.7％、「聞いたことがない」が68.8％になっていることから、継続してホームページや広報紙等で周知し
ていく必要がある。

【問11】「地域魅力発信プラン」については、「知っている」が12.4%で、前回調査時よりも22ポイント減
少し、87.6%の方が「知らない」という結果で大きく減少する結果となった。
令和7年度から「地域魅力発信プラン」は、地域で管理することとしているが、継続して周知していくこと
が必要になってくる。

【問12】～【問13】の「地域版ふるさと納税」については、「知っている」という方が12.4%で、前回調査
時より11.7ポイント減少し、87.6%の方が「知らない」という結果になった。また「地域版ふるさと納税」
に対する意見については、「地域の魅力的な場所が掲載された情報でも頂けると、寄付で応援したい気持ち
が高まるかと思う」や「もう少し詳しく広く市民に知らせるべきだと思う」など周知の仕方についての意見
があったため、ホームページやチラシ等での広報の仕方について検討を行う。

【問16】の「地域の現状や課題をどのように認識していますか」という質問については、「地域コミュニ
ティの一員であるという意識が薄れている」「若い世代が地域コミュニティに関わりを持ちにくい」等が
20％前後となっている。地域コミュニティ等の課題認識が多岐に渡っており、多様な考えに対応していくこ
とが必要になってくる。

【問17】の「地域の課題に気づいたとき、どのような対応をとりますか」という質問については、「行政に
連絡する」という意見がもっとも多く、次点に「家族、友人、近所の人に相談する」「地域の団体に相談す
る」「学校や勤務先に相談する」と続いている。
また、その他の意見で「相談できるところがない」や「どこに問い合わせたらよいのか分からない」などの
意見があるため、行政だけではなく相談内容に応じた団体と住民を繋ぐことが必要になってくる。
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【問18】「地域の課題を解決するうえで、必要だと感じるものは何ですか」という質問について、「幅広い
世代が関わること」という意見が最も多い回答となった。地域では特に若い世代の人材が不足している傾向
があるため、地域活動に参加しやすい土台作りが必要になってくる。

【問19】「地域課題」について「防災」についての意見が最も多く、「防犯」「地域の親睦」「地域福祉」
「環境」「教育」「子育て」「地域の文化伝承」「地域スポーツの振興」と続いている。
「防犯・防災」「子育て・高齢者支援」「地域住民同士の交流」は、自治会や地域まちづくり推進委員会が
主に取り組んでいる事業であるため、重点的な課題として取り組むべき事項と考えられる。

【問21】～【問22】について、公立公民館・コミュニティセンター・農村環境改善センターの名称をすべて
「交流センター」へ統一したことを知っていると回答した人の割合は29％であり、周知が十分に図られてい
ない結果となったため、今後も周知を継続していく必要がある。

【問23】について、交流センター等を過去３年（令和４年～令和６年）の間に利用したことがあると回答し
た人の割合は51.4％であり、利用したことがないと回答した人の割合とほぼ同じであった。

【問24】～【問28】の【問23】で利用したことがあると回答した人に向けての質問について、交流センター
等を利用する頻度は、「月に１回程度」「半年に１回程度」「年に１回程度」と回答した人の割合がそれぞ
れ20％台であった。利用については、「自分ひとりで」「家族で」「交流センター等の登録団体で」と回答
した人が多く、その利用目的は「社会教育講座を受講するため」が最も多く、「交流センター等のイベント
に参加するため」「図書の利用のため」「貸室を使用したサークル活動、会議等のため」が続く一方で、
「学習のため」「休憩や新聞・掲示物等の閲覧のため」の回答数が低い結果となった。交流センター等で学
び身につけた知識や技能については、「自分の生き方や人生を豊かにするために生かしている」「家庭・日
常生活に生かしている」という回答数が特に多かった。

【問29】の【問23】で利用したことがないと回答した人に向けての質問について、交流センター等を利用し
たことがない理由は、「利用する目的（利用したい内容）がないから」が最も多く、「交流センター等が何
をしているのか分からなかったから」が多い結果となった。また、その他として「特定の方々が継続的に使
用し、入りにくい雰囲気がある」との意見があった。利用目的がない人であっても交流センター等で様々な
こと（活動）ができるよう、居場所となるスペースづくり、雰囲気づくりに努めていく必要がある。

【問30】について、交流センター等が実施する社会教育講座やイベント等の情報の入手方法は、「市ホーム
ページ」「まなぶど！」の回答数が特に多く、続けて「交流センター等の広報紙」「交流センター等の掲示
物」が多い結果となった。今後もより多くの地域住民に各交流センター等が行う社会教育講座などの情報が
目に入るよう、あらゆるツールを活用した周知を継続していく必要がある。
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【問31】の社会教育講座に参加する場合、参加したい講座の内容について、「趣味講座」の回答数が最も多
く、続けて「学習講座」「健康、スポーツ講座」「デジタル講座」「地域のまちづくりに関する講座」「親
子、子育て講座」が多い結果となった。受講したい講座の内容は人によって様々であることが明らかとなっ
たため、今後も市民の多様なニーズに対応できる講座を構築していく必要がある。

【問32】について、「明るく笑顔で対応してくれる職員がいる」が最も多く、続けて「勉強、読書、交流、
談話、飲食などが自由にできるスペースがある」「空調、照明、トイレなど館内の設備が充実している」
「無料Ｗｉ－Ｆｉが設置されている」「土、日、祝日も講座やイベントを実施している」が多い結果となっ
た。
現在交流センター等を利用していない人も含めて、誰もが気軽に交流センターに足を運び、交流やさまざま
な活動ができる場所となるような雰囲気づくりやサービス提供に努めていく必要がある。

◆ 調査結果まとめ

【地域コミュニティについて】
　前年度と比較して、「地域協議会」や「地域まちづくり推進委員会」の活動の認知度、地域活動への
参加者の割合は減少する結果となった。引き続き、活動内容等の周知や参加を促すとともに、活動の実
効性を高めていく必要がある。
　また、地域活動にかかわる人材の高齢化や人手不足、活動のマンネリ化など、人口減少や高齢化に起
因する課題が挙げられている。住民ニーズや地域の課題は多様化しているため、幅広い世代の意見を取
り入れながら、地域まちづくり事業の企画や広報について検討し、多様な世代が地域活動に参加しやす
い環境づくりを推進していく必要がある。

【交流センターについて】　
　今回のアンケート結果により、現在交流センター等を利用していない人の多くは利用目的がないと利
用しない（利用しづらい）と考えていることが判明した。「交流、地域活動及び生涯学習の拠点」とし
て、交流センター等をより多くの人に利用していただき、そこで生まれる様々な交流や活動が、地域住
民の生きがいづくりや地域まちづくりの発展に繋がっていくよう、職員の育成、活動場所の確保（整
備）、社会教育講座やイベントの内容及び実施日時の見直し、積極的な情報発信などを検討する必要が
あると考える。
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◆ 調査結果

問１．地域の活動に参加したことがありますか。

選択肢 回答数

１ 参加したことがある 117

２ 参加したことがない 70

問２．地域の活動に参加した動機（きっかけ）は何ですか。【複数回答可】

選択肢 回答数

１ 自主的に参加した 63

２ 家族のすすめ・誘いがあったから 6

３ 知人や友人からのすすめ・誘いがあったから 6

４ 子どもや家族のため 27

５ 自治会などの地域団体から依頼があったから 55

６ 職場から依頼があったから 5

７ その他 9

その他意見
・自治会役員として活動していたため
・子ども会や学校の役員として
・大学の課外活動

有効回答187件
62.6%

37.4% １ 参加したことがある

２ 参加したことがない

63（53.8％）
6（5.0％）

6（5.0％）

27（23.0％）

55（47.0％）

5（4.2％）

9（7.6％）

0 10 20 30 40 50 60 70

１ 自主的に参加した

２ 家族のすすめ・誘いがあったから

３ 知人や友人からのすすめ・誘いがあったから

４ 子どもや家族のため

５ 自治会などの地域団体から依頼があったから

６ 職場から依頼があったから

７ その他
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問３．地域の活動に参加していない理由は何ですか。【複数回答可】

選択肢 回答数

１ 地域の活動を知らなかったから 36

２ 地域の活動に参加したいと思わないから 7

３ 地域の活動に参加しなくても生活に支障がないか
ら

15

４ いずれ今の住所から転居するつもりだから 4

５ 仕事や家事などが忙しくて参加する時間がないか
ら

28

６ 自分や家族のプライベートの時間を大切にしたい
から

13

７ その他 11

問４．どのようなことがあれば、地域の活動に参加したいと思いますか。（一部抜粋）

〇参加の仕方が分からないため、周知の仕方を工夫してほしい
〇子育てをしているので、子どもも参加できるイベントがあれば参加してみたい
〇仕事をしているため、土日の活動があれば参加してみたい
〇防災訓練の必要性を感じる
〇清掃活動などを通し、地域の人たちと交流できる機会をつくるとよい
〇幅広い年代が参加出来る活動があるとよい
〇障がいがあっても参加できる環境
〇活動に参加する利益（メリット）が見えるとよい
〇参加を強制されない方がより参加しやすい

その他意見
・事前の参加活動告知がないため
・興味を持てる活動がないから
・固定されたメンバー中心の参加と思っているから

36（51.4％）
7（10.0％）

15（21.4％）

4（5.7％）

28（40.4％）

13（18.5％）

11（15.7％）

0 5 10 15 20 25 30 35 40

１ 地域の活動を知らなかったから

２ 地域の活動に参加したいと思わないから

３ 地域の活動に参加しなくても生活に支障がないから

４ いずれ今の住所から転居するつもりだから

５ 仕事や家事などが忙しくて参加する時間がないから

６ 自分や家族のプライベートの時間を大切にしたいから

７ その他
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問５．ご自身がどの地域まちづくりの区域に住まわれているかご存じですか。

選択肢 回答数

１ 知っている 140

２ 知らない 47

問６．地域まちづくりの区域（地域自治区）について、日々の生活や地域の活動を行っていくうえで障
壁となっていることや、問題点などを感じることはありますか。（一部抜粋）

問７．各地域まちづくりの区域（地域自治区）には、地域の各種団体等で構成される地域協議会
   と連携してまちづくり活動に取り組む「地域まちづくり推進委員会（※）」が組織されて
   います。地域まちづくり推進委員会はご存じですか。
（※）地域によっては、地区振興会や地域づくり協議会、地域まちづくり協議会などの名称で組
   織されています。

選択肢 回答数

１ 活動内容まで知っている 46

２ 活動内容は知らないが、聞いたことが
ある

90

３ 聞いたことがない 50

〇広すぎて、参加するにも距離がある
〇昔からの地元の人たち中心の活動であり、なかなかよそから転入した人たちは参加しにくい
〇今後人口が減り、高齢化が進むにつれて対応できるのかが不安
〇自治会に所属していないと全く、地域の方とのふれあいがない
〇地域の活動内容・情報がもっと手に入りやすいと良いなと思う
〇公民館などの施設利用をする際に、料金や借りることのできる順番に差があることに不公平に感じる

有効回答187件

有効回答186件

74.9%

25.1%
１ 知っている

２ 知らない

24.7%

48.4%

26.9%

１ 活動内容まで知っている

２ 活動内容は知らないが、聞い
たことがある

３ 聞いたことがない

9



問８．地域まちづくり推進委員会が行う行事（地域コミュニティ活動交付金を活用した事業）な
   どに参加したことはありますか。

選択肢 回答数

１ 参加したことがある 43

２ 参加したことがない 144

問９．地域まちづくり推進委員会が発行する広報紙やチラシ（地域コミュニティ活動交付金を活
   用した事業のお知らせ）などをご覧になったことはありますか。

選択肢 回答数

１ 見たことがある 111

２ 見たことがない 76

問10．宮崎市は令和６年度末をもって地域自治区制度を終了し、令和７年度から「地域まちづくり推進
委員会を中心とした多様な主体による、新しい地域のまちづくりの仕組み」へ移行します。このことを
ご存じですか。

選択肢 回答数

１ 内容について知っている 46

２ 内容について詳しくはしらないが、見
聞きしたことがある

12

３ 聞いたことがない 128

有効回答187件
23.0%

77.0%

１ 参加したことがある

２ 参加したことがない

59.4%

40.6% １ 見たことがある

２ 見たことがない

24.7%

6.5%
68.8%

１ 内容について知っている

２ 内容について詳しくはしらない
が、見聞きしたことがある

３ 聞いたことがない

有効回答187件

有効回答186件
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問11．地域まちづくりの区域（地域自治区）ごとに、地域協議会等が主体となって、地域まちづ
   くりの将来像を明確にするために「地域魅力発信プラン」を作成しています。「地域魅力
   発信プラン」が策定されていることをご存じですか。

選択肢 回答数

１ 知っている 23

２ 知らない 163

問12．市では、地域まちづくり推進委員会の活動を応援する取組として「地域版ふるさと納税制
   度」を行っています。地域版ふるさと納税制度では、応援したい地域まちづくり推進委員
   会を指定して、寄附（１件５千円以上・返礼品はありません）を行うことができます。本
   制度をご存じですか。

選択肢 回答数

１ 知っている 23

２ 知らない 163

問13．「地域版ふるさと納税」に対する、あなたのご意見をお聞かせください。【自由記述】
    （一部抜粋）

〇地域版ふるさと納税制度は地域を好きと思われている方やそこで暮らす方等でない限り寄付をしないと思う
〇「返礼品はありません」と記載されていると、寄付をすることに積極的になれない
〇地域の魅力的な場所が掲載された情報などがあると、寄付で応援したい気持ちが高まる
〇地域に還元でき、地域の人の関心も高まるのでとても良い
〇ふるさと納税の目的やメリットが分からない
〇もう少し詳しく広く市民に知らせるべきだと思う

12.4%

87.6%

１ 知っている

２ 知らない

12.4%

87.6%

１ 知っている

２ 知らない

有効回答186件

有効回答186件
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問14．お住いの地域に愛着を感じていますか。

選択肢 回答数

１ とても感じる 58

２ やや感じる 95

３ あまり感じない 25

４ 感じない 8

問15．ご自身と地域（近所）との人とどのような関係を築きたいと考えますか。

選択肢 回答数

１ いざというときだけでも、助け合える関係 61

２ あいさつができる程度の顔見知りの関係 70

３ 地域の困りごとの解決に取り組む関係 40

４ 共通の関心ごとや趣味を持つ関係 3

５ あまり関わりたくない 7

６ その他 5

その他意見
・高齢者が集える場所がほしい

31.2%

51.1%

13.4%

4.3%

１ とても感じる

２ やや感じる

３ あまり感じない

４ 感じない

32.8%

37.6%

21.5%

1.6% 3.8% 2.7%
１ いざというときだけでも、助け合える関係

２ あいさつができる程度の顔見知りの関係

３ 地域の困りごとの解決に取り組む関係

４ 共通の関心ごとや趣味を持つ関係

５ あまり関わりたくない

６ その他

有効回答186件

有効回答186件
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問16．地域の現状や課題をどのように認識していますか。

選択肢 回答数

１ 地域コミュニティの一員であるという意識が薄れている 36

２ 地域住民同士の日頃からの付き合いが薄れている 37

３ 若い世代が地域コミュニティに関わりを持ちにくい 38

４ 古くからの住民と新しい住民に地域への考え方に差がある 37

５ 地域活動が少なくなっており、関わるきっかけがない 25

６ その他 12

問17．地域の課題に気づいたとき、どのような対応をとりますか。【複数回答可】

選択肢 回答数

１ 行政に相談する 83

２ 地域の団体に相談する 47

３ 家族、友人、近所の人に相談する 80

４ 学校や勤務先に相談する 9

５ その他 16

その他意見
・相談できるところがない
・どこに問合せればよいのか分からない

その他意見
・区の総会の出席率は高く、若い世代も活動に参加
してくれている
・年代による考え方の差

19.5%

20.0%

20.5%

20.0%

13.5%

6.5% １ 地域コミュニティの一員であるという意識が薄れている

２ 地域住民同士の日頃からの付き合いが薄れている

３ 若い世代が地域コミュニティに関わりを持ちにくい

４ 古くからの住民と新しい住民に地域への考え方に差がある

５ 地域活動が少なくなっており、関わるきっかけがない

６ その他

有効回答185件

83（44.3％）
47（25.1％）

80（42.7％）
9（4.8％）

16（8.5％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１ 行政に相談する

２ 地域の団体に相談する

３ 家族、友人、近所の人に相談する

４ 学校や勤務先に相談する

５ その他
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問18．地域の課題を解決するうえで、必要だと感じるものは何ですか。【複数回答可】

選択肢 回答数
１ 課題を住民間で共有し、できるだけ多くの当事者
が関わること

87

２ 幅広い世代が関わること 92

３ 課題解決の中心となるリーダーがいること 65

４ その他 10

問19．あなた自身が困っていることや、地域の皆さんで取り組んだら良いと思う地域の課題は何です
か。【複数回答可】

選択肢 回答数

１ 防犯について 63

２ 防災について 78

３ 子育てについて 26

４ 地域福祉について 39

５ 環境について 35

６ 地域の親睦について 41

７ 地域の文化伝承について 17

８ 地域スポーツの振興について 14

９ 教育について 35

１０ その他 18

その他意見
・日頃の住民間のコミュニケーション
・行事の精選をする
・行政が中心となって解決の方向へ導く

その他意見
・地域の防災訓練や親睦スポーツ大会等が計画され
ているが新参者には参加しづらい
・近所の空き家が崩壊寸前、隣人トラブル
・生活に必要なコミュニティや商業施設の発展
・バス停の見直し

87（46.5％）

92（49.1％）
65（34.7％）

10（5.3％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１ 課題を住民間で共有し、できるだけ多くの当事者が関わるこ
と

２ 幅広い世代が関わること

３ 課題解決の中心となるリーダーがいること

４ その他

63（37.9％）

78（46.9％）
26（15.6％）

39（23.4％）
35（21.0％）

41（24.6％）
17（10.2％）

14（8.4％）
35（21.0％）

18（10.8％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１ 防犯について

２ 防災について

３ 子育てについて

４ 地域福祉について

５ 環境について

６ 地域の親睦について

７ 地域の文化伝承について

８ 地域スポーツの振興について

９ 教育について

１０ その他
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分野別の地域の課題（問19主な記述内容）
【防犯について】
　「街灯が少ない」「青色防犯パトロールのメンバーの高齢化」「登下校時の見守りや安全確保」などの意見が出さ
れている。
　その解決策として「防犯灯の新設」「プライベートの散歩時に、自主防災組織の帽子やチョッキを着用する」など
が挙げられている。

【防災について】
　「避難所が不足している」「防災訓練の効果を実感できていない」「地域住民同士の連携不足」などの意見が出さ
れている。
　その解決策として「訓練内容の多様化（地震だけでなく風水害・火災など）」「防災教育の充実」などが挙げられ
ている。

【子育てについて】
　「子育て世代の交流・相談できる場所の不足」「子育て支援の不足」「子どもたちの見守り」などの意見が出され
ている。
　その解決策として「子どもたちが自由に遊べる場の設置」「働く親も利用しやすいよう、夜間や休日も相談できる
体制づくり」などが挙げられている。

【地域福祉について】
　「孤立する高齢者の増加」「高齢者同士が交流できる場の不足」などの意見が出されている。
　その解決策として「ケアマネジャーや施設との連携強化」「高齢者が気軽に集まれる場所の提供」などが挙げられ
ている。

【環境について】
　「ゴミの出し方に関する情報共有不足」「空き家の管理問題」「清掃活動の頻度や参加者の確保」などの意見が出
されている。
　その解決策として「ゴミの分別勉強会の実施」「環境に関するボランティア活動の推進」などが挙げられている。

【地域の親睦について】
　「祭りやイベントの減少」「地域のつながりがない」「自治会への参加意欲が低い」などの意見が出されている。
　その解決策として「小さな仕事に分担し、多くの人が参加できるような体制づくり」「交流センターを憩いの場と
する」「若い世代の自治会参加促進」などが挙げられている。

【地域の文化伝承について】
　「地域文化への関心と理解が低い」「若い世代への文化伝承の機会が少ない」「地域の文化に触れる機会が少な
い」などの意見が出されている。
　その解決策として「地域の歴史や文化をまとめた郷土誌を発行する」「文化祭やイベントなど発表の場を積極的に
設ける」などが挙げられている。

【地域スポーツの振興について】
　「定期的なスポーツイベントやプログラムが少ない」「気軽に立ち寄れるスポーツ施設が必要」「スポーツを通じ
たコミュニティ形成が進んでいない」などの意見が出されている。
　その解決策として「自治会や学校と連携したスポーツイベントの実施」「子どもから大人まで楽しめるような施設
の設置」「市民が気軽に利用できるようスポーツ施設の開放」などが挙げられている。

【教育について】
　「学習環境の不足」「学校と地域との連携不足」「子どもの居場所不足」などの意見が出されている。
　その解決策として「地域住民による学習支援」「部活動の地域移行」「子供たちが集まって学習できる場所の提
供」などが挙げられている。
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回答数 その他意見
13 〇 まちづくりで知った
30 〇 テレビ、ラジオ、ＳＮＳ
13 〇 市長と市民の1000人集会に参加した時
8
4
5

73

問２１．令和６年４月から、中央公民館を除くこれまでの公立公民館、コミュニティセンター、農村環
境改善センターの名称を、すべて「交流センター」へ統一したことを、知っていますか。

選択肢 回答数

１ 知っていた 53

２ 知らなかった 130

計 183

問２２ あなたは、「交流センター」へ名称が統一されたことをどのようにして知りましたか。（複数
選択可）

選択肢
１ 市ホームページ
２ 市広報みやざき(５月号)
３ 交流センターの看板・掲示物
４ 交流センターの広報紙(館報)
５ 家族・知人等から
６ その他
計

有効回答183件

29.0%

71.0%

１　知っていた　　

2 　知らなかった

13（24.5％）

30（56.6％）
13（24.5％）

8（15.0％）

4（7.5％）

5（9.4％）

0 5 10 15 20 25 30 35

１　市ホームページ

２　市広報みやざき（５月号）

３　交流センターの看板・掲示物

４　交流センターの広報紙（館報）

５　家族・知人等から

６　その他

※問２１で「知っていた」と回答した方のみ回答
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回答数 その他意見
31 〇 企業で（研修）
33 〇 子ども会や保育園で
30 〇 部活の仲間と
7
9
4
6

120

問２３ あなたは、交流センター等を過去３年（令和４年～令和６年）の間に利用したことがあります
か。

選択肢 回答数

１ 利用したことがある 94

２ 利用したことがない 89

計 183

問２４ あなたが、「交流センター等」を利用する頻度はどのくらいですか。当てはまるものを１つ選
んでください。

選択肢 回答数
１ ほぼ毎日 0
２ 週１回程度 12
３ ２週間に１回程度 12
４ 月に１回程度 19
５ 半年に１回程度 26
６ 年に１回程度 24
計 93

問２５ あなたが、「交流センター等」を利用するときは、どのような利用が多いですか。
   （複数選択可）

選択肢
１ 自分ひとりで
２ 家族で
３ 「交流センター等」の登録団体で
４ 登録団体以外の団体で
５ 自治会で
６ 地域の団体で
７ その他
計

有効回答183件

51.4%48.6%
１　利用したこと

がある
２　利用したこと

がない

※問２３で「利用したことがある」と回答した方のみ回

12.9%

12.9%

20.4%28.0%

25.8%
１　ほぼ毎日

２　週１回程度

３　２週間に１回程度

４　月に１回程度

５　半年に１回程度

６　年に１回程度

有効回答93件

※問２３で「利用したことがある」と回答した方のみ回

31（32.9％）
33（35.1％）

30（31.9％）
7（7.4％）

9（9.5％）
4（4.2％）

6（6.3％）

0 5 10 15 20 25 30 35

１　自分ひとりで

２　家族で

３　「交流センター等」の登録団体...

４　登録団体以外の団体で（任意の団体・グループ等）

５　自治会で

６　地域の団体で（婦人会等）

７　その他
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その他意見
〇 子供を遊ばせるため、子供と遊ぶため
〇 災害時の避難所として
〇 子供たちの交流のため
〇 文化祭の準備
〇 使用済乾電池や小型家電回収
〇 広報や情報誌、チラシ等の情報収集
〇 ヨガ教室

問２６ あなたが、「交流センター等」を利用するときに、どの部屋（スペース）を利用しますか。
   （複数選択可）

選択肢 回答数
１ 多目的ホール 42
２ 学習室 29
３ 会議室（旧和室） 16
４ 料理実習室 9
５ 図書室 24
６ 遊戯室 15
７ 高齢者ふれあい室 4
８ 交流スペース 0
９ その他 8
計 147

問２７ あなたは、「交流センター等」をどのような目的で利用されていますか。（複数選択可）

選択肢 回答数
１社会教育講座を受講するため 36
２イベントに参加するため 31
３サークル活動、会議等のため 17
４自治会の会議や活動のため 11
５知人、友人等と交流を深めるため 15
６図書の利用のため 24
７学習のため 4
８休憩や新聞、掲示物等の閲覧のため 9
９その他 15
計 162

※問２３で「利用したことがある」と回答した方のみ回

42（44.6％）
29（30.8％）

16（17.0％）
9（9.5％）

24（25.5％）
15（15.9％）

4（4.2％）
0（0.0％）

8（8.5％）

0 10 20 30 40 50

１　多目的ホール

２　学習室

３　会議室（旧和室）

４　料理実習室

５　図書室

６　遊戯室

７　高齢者ふれあい室

８　交流スペース...

９　その他（ロビー等）

※問２３で「利用したことがある」と回答した方のみ回

36（38.2％）

31（32.9％）
17（18.0％）

11（11.7％）

15（15.9％）

24（25.5％）

4（4.2％）

9（9.5％）

15（15.9％）

0 5 10 15 20 25 30 35 40

１　社会教育講座（旧公民館講座）を受講するため

２　「交流センター等」のイベント（地区文化祭、はたちの集...

３　貸室を使用したサークル活動、会議等のため

４　自治会の会議や活動のため

５　知人、友人等と交流を深めるため（サークル活動等も含む）

６　図書の利用のため（読書、貸出又は返却）

７　学習のため

８　休憩や新聞・掲示物等の閲覧のため

９　その他
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その他意見

〇 利用したい講座がない
〇 講座に申し込んだが当たらなかった
〇 忙しかった
〇 高齢となり体調を崩した
〇 家の近くにない

問２８ あなたは、「交流センター等」で学び身につけた知識や技能をどのように生かしていますか。
（複数選択可）

選択肢 回答数
１ 仕事や就職 10
２ 家庭・日常生活 35
３ 地域や社会での活動 18
４ ボランティア活動 11
５ 他の人の学習や活動の指導 1
６ 自分の生き方や人生を豊かにするため 48
７ 地域の人との交友関係を広げるため 17
８ 特に生かしていない 18
計 158

問２９ あなたが、「交流センター等」を利用したことがない理由は何ですか。（複数選択可）

選択肢 回答数
１ 地域に交流センター等があるのを知らなかった 17
２ 交流センター等が何をしているのか分からなかった 33
３ 講座に申込みしてみたいが、日程が合わない 13
４ 利用する目的がない 40
５ 利用しづらい 9
６ 利用する時間がない 13
７ 使用料の負担が大きい 3
８ その他 7
計 135

〇 特定の方々が継続的に使用し、入りにくい雰囲気
がある

※問２３で「利用したことがある」と回答した方のみ回

10（10.6％）
35（37.2％）

18（19.1％）
11（11.7％）

1（1.0％）

48（51.0％）
17（18.0％）
18（19.1％）

0 10 20 30 40 50 60

１　仕事や就職の上で生かしている

２　家庭・日常生活に生かしている

３　地域や社会での活動に生かしている

４　ボランティア活動に生かしている

５　他の人の学習や活動の指導に生かしている

６　自分の生き方や人生を豊かにするために生かしている

７　地域の人との交友関係を広げるために生かしている

８　特に生かしていない

※問２３で「利用したことがない」と回答した方のみ回

17（18.0％）

33（35.1％）

13（13.8％）

40（42.5％）
9（9.5％）

13（13.8％）

3（3.1％）

7（7.4％）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

１　地域に「交流センター等」があるのを知らなかったから

２　「交流センター等」が何をしているのか分からなかったから

３　社会教育講座に申込みしてみたいが、...

４　利用する目的（利用したい内容）がないから

５　利用しづらいから（施設の設備、施設の予約など）

６　利用する時間がないから

７　使用料の負担が大きいから

８　その他
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回答数 　その他意見
54 　〇 宮崎市の公式ＬＩＮＥ、ＳＮＳ
27 　〇 インターネットによる宮崎市の配信
46 　〇 回覧板
53 　〇 新聞
17 　〇 小学校からの案内
22

219

回答数 　その他意見
87 　〇 マネー講座、資格習得講座

105 　〇 終活について（納骨、お墓の契約等）
81
47
36
47
3

406

問３０ あなたは、「交流センター等」が実施する社会教育講座やイベント等の情報をどのようにして
知りましたか。（複数選択可）

選択肢
１ 市ホームページ
２ 交流センター等館内の掲示物
３ 交流センター等の広報紙（館報）
４ 社会教育講座案内「まなぶど！」
５ 知人からの口コミ・紹介
６ その他
計

問３１ もし、あなたが交流センター等の社会教育講座に参加するとしたら、どのような内容の講座に
参加したいですか。（複数選択可）

選択肢
１ 学習講座
２ 趣味講座
３ 健康、スポーツ講座
４ デジタル講座
５ 親子、子育て講座
６ 地域のまちづくりに関する講座
７ その他
計

54（29.1％）
27（14.5％）

46（24.8％）

53（28.6％）
17（9.1％）

22（11.8％）

0 10 20 30 40 50 60

１　市ホームページ

２　交流センター等館内の掲示物

３　交流センター等の広報紙（館報）

４　社会教育講座案内「まなぶど！」

５　知人からの口コミ・紹介

６　その他

87（47.8％）

105（57.6％）
81（44.5％）

47（25.8％）

36（19.7％）

47（25.8％）

3（1.6％）

0 20 40 60 80 100 120

１　学習講座（教養、言語など）

２　趣味講座（料理、音楽、書道、花、茶道、美術、創作など）

３　健康、スポーツ講座

４　デジタル講座（パソコン、スマートフォン等）

５　親子、子育て講座

６　地域のまちづくりに関する講座（防災、伝統文化、歴史など）

７　その他
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その他意見
〇 職員が市民目線になって対応してくれる
〇 カフェや庭園など落ち着く空間がある
〇 興味のある内容があったら参加したい
〇 建物や部屋がキレイに掃除されている
〇 交通の利便性がよい

問３２ あなたが、より足を運びたくなるのは、どんな交流センター等ですか。当てはまるものを３つ
まで選んでください。

選択肢 回答数
１ 明るく笑顔で対応してくれる職員がいる 72
２ 勉強などが自由にできるスペースがある 71
３ 子育て中の親子が集えるスペースがある 24
４ 館内の設備が充実している 66
５ 無料Ｗｉ－Ｆｉが設置されている 54
６ 図書が充実している 34
７ 交流を深めるイベントがある 33
８ 親子向けの講座やイベントが充実 11
９ 小中高生向けの講座やイベントが充実 15
10 高齢者向けの講座やイベントが充実 26
11 土、日、祝日も講座やイベントを実施 41
12 夜間も講座やイベントを実施 24
13 30分単位で利用が可能 13
14 その他 7
計 491

72（39.7％）
71（39.2％）

24（13.2％）

66（36.4％）
54（29.8％）

34（18.7％）
33（18.2％）

11（6.0％）
15（8.2％）

26（14.3％）
41（22.6％）

24（13.2％）
13（7.1％）

7（3.8％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

１　明るく笑顔で対応してくれる職員がいる

２　勉強、読書、交流、談話、飲食などが自由にできるスペースがある

３　乳幼児連れの親子など子育て中の親子が集えるスペースがある

４　空調、照明、トイレなど館内の設備が充実している

５　無料Ｗｉ－Ｆｉが設置されている

６　図書が充実している

７　さまざまな人と知り合うきっかけや交流を深めるイベントがある

８　親子向けの講座やイベントが充実している

９　小中高生向けの講座やイベントが充実している

１０　高齢者向けの講座やイベントが充実している

１１　土、日、祝日も講座やイベントを実施している

１２　夜間も講座やイベントを実施している

１３　30分単位で利用が可能である

１４　その他
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　【利用について】

【講座、イベントについて】

〇 30代～40代限定の健康講座もあったら嬉しい。　

【施設・設備について】

【職員について】

【その他】

問３３ その他、交流センター等についてのご意見などがありましたら、ご自由にご記入ください。

〇 なかなか予約が取れない。
〇 昼間働いているので、休みの日などに利用できると助かる。
〇 気軽に何も用がなくても過ごせるようなスペースであってほしい。
〇 地区に根づいているので、目的がないと入りづらい。
〇 数回交流センターを使用したが、予約をする際必ず用紙を記入しに行かなければならないのが疑問。
〇 施設利用の登録が平日の時間のみなのがとても不便。インターネット予約や電子マネーの利用が出来ると良い。

〇 学校の児童クラブには待機児童ばかり。地域のボランティアの方がいるなら学習教室だけを開くのではなく地域
で交流できる場を交流センターなどうまく利用できればいい。
〇 楽器練習で利用できるのか知りたい。練習していい場所が分からない。同様に感じている学生もいるのではない
かと思う。
〇 駐車場に停めるとき、早く行ったら遠くの枠から停めるように言われた。
〇 一度使用時間より早く行ったときに、時間になるまで中入れず、車で待機していたことがあった。
〇 政治に関する事は借りれないという変な決まりはなくすべき。
〇 公共福祉に効果があるものは柔軟に利用可能範囲を広げてほしい。

〇 もっと多くの講座が欲しい。もう少し長期間の講座を望む。

〇 家族での利用がしやすい。講座は主婦向けがもっと欲しい。情報が早く知りたいし、もっと宣伝して欲しい。

〇 様々なイベントや講演会などがあるとより足を運びやすくなる。
〇 最近、交流センターでの社会教育講座に参加した。ひとつの講座は5回位で終わるが、もっと講座の種類を増やし
て欲しい。
〇 講座に参加したいが、仕事をしていると日中は無理。夜間は種類も少ない。自主グループを探してみるが、途中
で入会するのは勇気がいる。毎年「まなぶど！」を読んでは、やっぱり無理か…と残念に思っている。
〇 講座などが無いため、健康作りの運動や子どもと一緒に英会話や料理などの講座があると近所なので仕事してい
ても通いやすいし、地域交流ができる。

〇 すべての交流センターに無料Wi-Fiを拡大して欲しい｡
〇 大きな施設よりも中小の施設を多く作って欲しい。
〇 駐車場スペースがたくさんあると利用しやすい。

〇 明るく丁寧で、幅広い年齢の職員の方がいると、センターの印象も明るくなり、聞きやすく、利用しやすくなる
かと考える。
〇 受付の方以外の人が対応される時に面倒くさそうに対応されることがある。図書の受取りだけなのに何度か不快
な気持ちになった。

〇 交流センターの名称（名前）が分かりにくい。
〇 交流センターを通じての活動が広まると良い。
〇 広報誌などを使用して交流センターの認知度を上げることが必要だと考える。
〇 何をしているかよくわからないため、もっと情報が欲しい。
〇 そもそも交流センターの意義や取組、内容などの周知が弱い。宣伝効果がほとんど出来ていない事が１番の問
題。
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〇 交流センター等の数が多いのでは？
〇 一部の方のサービスになっている気がする。もっと知ってもらう工夫が必要。
〇 私が利用している交流センターは、いつ行っても笑顔で対応して下さり、敷地内外も清潔で花が咲き、利用され
る方達も楽しそうに活動している。
〇 現在は時間が合わず利用する機会がないが、いずれ利用できる日を楽しみにしている。よりよい運営を続けてい
ただきたい。
〇 一定の人だけが利用するような交流センターであれば必要なし。効率を考えるならば、今後センターの統廃合も
必要。センターを維持するのであれば、集客できる講座・イベントを実施をしてほしい。
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◆ 調査の目的

（1）調査期間 令和6年10月11日 ～ 令和6年10月25日　※終了後も一定期間回収。

（2）モニター数 199人

（3）回答者数 185人　（回答率93％）

（4）担当課 都市整備部 まちづくり課

・

・

・

・

・

・

「中心市街地活性化」に関するアンケート調査　集計結果

  本市では、県都の顔である中心市街地の活性化を図るため、「宮崎市まちなか活性化推進計
画」を平成30年3月に策定し、各種施策に取り組んでいる。中心市街地活性化に関する調査によ
り各種施策等の進捗状況や成果を検証するとともに、今後の施策を検討する。

◆ 調査の概要

◆ 調査結果考察

問８「５年前と比べて、中心市街地に出かける機会の変化について」という問いに対して、前
回のアンケート回答と比較すると「増えた」「やや増えた」との回答が増えている。また、問
２「中心市街地に出かける回数について」という問いに関して、「週３回以上」訪れる人の割
合が増えている。さらに、問５「仕事以外で中心市街地に出かけた場合の平均的な滞在時間」
についても、「３～４時間」「５時間以上」という回答が増えており、まちなかの回遊性向上
により滞在時間の増加につながったと考えられる。

問１０「５年前と比べて、中心市街地は活性化していると思いますか」との問いについては、
「やや活性化している」と答えた人の割合が増えている一方で、「活性化していない」と答え
た人の割合も増えている。

問３「中心市街地に出かける主な交通手段」は、前回同様に８割程度が自家用車と回答してい
る。一方で、中心市街地に出かける回数が少ない層が回答した、問６「中心市街地に行かない
理由」では、「駐車場・駐輪場が不便」「無料の駐車場がない」「駐車料金が高い」の回答が
多く、中心市街地の駐車場対策についての検討が引き続き必要であることが推察される。

問７「市街地以外で買い物・飲食をする場所」としては、「通信販売」を選ぶ人が増加してい
るため、まちなかにおける魅力的な開発・空間形成を促進していく必要がある。

問１１「あなたが感じる満足度」については、「⑦民間のマンションが建築されることで、ま
ちなか居住が進んでいる街」、「⑪宮崎らしい景観や空間の創出など居心地が良く歩きたくな
る街」の満足度が高いことがわかる。

問１２「今後特に重要と考える項目」については、「②多様な人材や企業等が連携して新しい
ビジネスが生まれたり、中小企業の事業引継ぎが円滑に行われる対策」、「⑪宮崎らしい景観
や空間の創出など居心地が良く歩きたくなる街に向けた対策」が特に重要と考えられている。

◆ 調査結果まとめ

　宮崎市まちなか活性化推進計画のフォローアップ、成果指標の確認、検証の基礎的資料として
活用するほか、まちづくり推進組織等で情報共有を行うなどして、今後の施策の展開に役立て
る。　

令和６年度　宮崎市政モニターアンケート
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問１

① 中心市街地区域の中にある

②

無回答

問２

① 週３回以上

② 週１～２回

③ 月２～３回

④ 月１回程度

⑤ ２～３か月に１回程度

⑥ ほとんど行かない

問３

① 自家用車

② 電車・バス

③ タクシー

④ バイク

⑤ 自転車

⑥ 徒歩

　◎ 調査結果

集計結果の数値（％）は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、
内訳の合計が100％にならない場合がある。また、複数回答の設問は、回答者数を母数とする｡

あなたのお住まいは、上の図の中心市街地区域内にありますか。

選択肢 回答数 構成比

3 1.6%

中心市街地区域の外にある 181 97.8%

1 0.5%

計 185 100%

中心市街地に出かける回数について、あてはまるものを１つだけ選んでください。
(中心市街地区域内にお住まいの方は、区域内のお店などに出かける場合を想定してお答えください。)

選択肢 回答数 構成比

35 18.9%

20 10.8%

37 20.0%

29 15.7%

38 20.5%

26 14.1%

   無回答 0 0.0%

計 185 100%

【問２で「①週３回以上」、「②週１～２回」、「③月２～３回」、「④月１回程度」と回答した方のみ回答】

中心市街地に出かける主な交通手段を２つまで選んでください。

選択肢　（回答者数 123人） 回答数 構成比

92 76.0%

34 28.1%

1 0.8%

1 0.8%

12 9.9%

18 14.9%

計 158 

0% 10% 20% 30%

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%
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問４

① 買い物

② 飲食(午前中から夕方まで)

③ 飲食(夜の飲み会など)

④ 仕事

⑤ 習い事(英会話、音楽など)

⑥ 病院

⑦ 公共サービス(官公庁、銀行)

⑧ 生活サービス(理美容など)

⑨ 娯楽(カラオケ、パチンコなど)

⑩ その他

問５

① １時間未満

② １時間程度

③ １～２時間程度

④ ２～３時間程度

⑤ ３～４時間程度

⑥

⑦

【問２で「①週３回以上」、「②週１～２回」、「③月２～３回」、「④月１回程度」と回答した方のみ回答】

中心市街地に出かける主な目的を３つまで選んでください。

選択肢　（回答者数 118人） 回答数 構成比

91 75.2%

32 26.4%

35 28.9%

25 20.7%

9 7.4%

18 14.9%

24 19.8%

8 6.6%

5 4.1%

12 9.9%

計 259 

【問２で「①週３回以上」、「②週１～２回」、「③月２～３回」、「④月１回程度」と回答した方のみ回答】

仕事以外で中心市街地に出かけた場合の平均的な滞在時間を１つだけ選んでください。

選択肢　（回答者数 116人） 回答数 構成比

5 4.1%

10 8.3%

41 33.9%

38 31.4%

17 14.0%

４～５時間程度 5 4.1%

５時間以上 5 4.1%

計 121 

0% 25% 50% 75% 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問６

① 買いたい商品がない

② 行きたい飲食店がない

③ 何があるかわからない

④ 駐車場･駐輪場が不便

⑤ 無料の駐車場がない

⑥ 駐車料金が高い

⑦ 公共交通手段が不便

⑧ 自転車が走りにくい

⑨ 歩きにくい

⑩ 娯楽施設(映画館等)が少ない

⑪ 公園が少ない

⑫ 休憩するところがない

⑬ 治安が悪い

⑭ 活気がない

⑮ 行く用事がない

⑯ その他

問７

① 自宅近くの店

② 郊外のショッピングセンター

③ 幹線道路沿いの大型店

④ 市外(県内)

⑤ 市外(鹿児島、熊本)

⑥ 市外(福岡)

⑦ その他の県外

⑧

⑨ その他

【問２で「⑤２～３か月に１回程度」、「⑥ほとんど行かない」と回答した方のみ回答】

中心市街地に行かない理由について、あてはまるものすべて選んでください。

選択肢　（回答者数75人） 回答数 構成比

0 0.0%

12 18.8%

4 6.3%

35 54.7%

34 53.1%

15 23.4%

13 20.3%

1 1.6%

1 1.6%

8 12.5%

3 4.7%

8 12.5%

1 1.6%

8 12.5%

42 65.6%

4 6.3%

計 189 

【問２で「⑤２～３か月に１回程度」、「⑥ほとんど行かない」と回答した方のみ回答】

(中心市街地以外で)買い物や飲食をする場所について、３つまで選んでください。

選択肢　（回答者数82人） 回答数 構成比

51 79.7%

44 68.8%

17 26.6%

5 7.8%

2 3.1%

1 1.6%

2 3.1%

通信販売(インターネット通販、カタロ
グ、テレビショッピング等)

27 42.2%

1 1.6%

計 150 0% 25% 50% 75% 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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問８

①

②

③

④

⑤

問９

①

②

③

④

⑤

問10

①

②

③

④

⑤

５年前と比べて、中心市街地に出かける機会の変化について、あてはまるものを１つだけ選ん
でください。

選択肢 回答数 構成比

増えた 24 13.0%

やや増えた 27 14.7%

変わらない 61 33.2%

やや減った 29 15.8%

減った 43 23.4%

計 184 100%

５年前と比べて、中心市街地の魅力はどう変化したかについて、あてはまるものを１つだけ選
んでください。

選択肢 回答数 構成比

魅力が大いに上がった 10 5.4%

魅力がやや上がった 65 35.3%

変わらない 74 40.2%

魅力がやや下がった 18 9.8%

魅力がかなり下がった 17 9.2%

計 184 100%

５年前と比べて、中心市街地は活性化していると思いますか。あてはまるものを１つだけ選ん
でください。

選択肢 回答数 構成比

大いに活性化している 9 4.9%

やや活性化している 87 47.0%

変わらない 49 26.5%

あまり活性化していない 26 14.1%

活性化していない 13 7.0%

無回答 1 0.5%

計 185 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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問11 下記の項目について、あなたが感じる現状の満足度を「思う」から「思わない」までの５段階
でお答えください。

高い ⇔ 低い

思う やや思う
どちらとも

いえない

そんなに
思わない

思わない

6 42 78 46 11 2

3.2% 22.7% 42.2% 24.9% 5.9% 1.1%

5 34 74 58 14 0

2.7% 18.4% 40.0% 31.4% 7.6% 0.0%

5 30 69 64 17 0

2.7% 16.2% 37.3% 34.6% 9.2% 0.0%

5 29 60 65 26 0

2.7% 15.7% 32.4% 35.1% 14.1% 0.0%

4 42 50 70 19 0

2.2% 22.7% 27.0% 37.8% 10.3% 0.0%

4 25 56 69 31 0

2.2% 13.5% 30.3% 37.3% 16.8% 0.0%

16 88 41 29 11 0

8.6% 47.6% 22.2% 15.7% 5.9% 0.0%

12 47 49 54 22 1

6.5% 25.4% 26.5% 29.2% 11.9% 0.5%

15 57 65 33 14 1

8.1% 30.8% 35.1% 17.8% 7.6% 0.5%

4 24 78 57 22 0

2.2% 13.0% 42.2% 30.8% 11.9% 0.0%

現状の満足度

項　目
無回答

①
人々や企業等が活動的で、チャレンジ（起業
等）しやすい街

②
多様な人材や企業等が連携して新しいビジネス
が生まれたり、中小企業の事業引継ぎが円滑に
行われている街

③
ワーク・ライフ･バランスが普及し、人材の確
保･定着や働きやすい環境が整備された街

④

保育環境の充実やテレワーク、短時間労働等の
多様な働き方が進み女性の就労支援が進み、若
者は地元企業への就職・定着やＵＩＪターンに
よる人材確保や人材育成の充実した街

⑤
空き家や空き店舗等を活用して店舗やオフィス
の集積、居住機能が充実した街

⑥
橘通り周辺の老朽化した民間建築物が集まる地
区の対策が適切に進んでいる街

⑦
民間のマンションが建築されることで、まちな
か居住が進んでいる街

⑧
魅力ある商業施設や商店街が集まり、商業機能
が充実している街

⑨
ごみのぽい捨てや路上喫煙防止に加え、子育て
世代から高齢者まで多世代に優しい生活環境が
整備されている街

⑩
大規模火災や震災などに備えた防災･減災対策が
とられた安全･安心な街

12 67 52 41 12 1

6.5% 36.2% 28.1% 22.2% 6.5% 0.5%

7 43 47 57 31 0

3.8% 23.2% 25.4% 30.8% 16.8% 0.0%

9 31 54 65 25 1

4.9% 16.8% 29.2% 35.1% 13.5% 0.5%

6 22 49 75 33 0

3.2% 11.9% 26.5% 40.5% 17.8% 0.0%

4 22 55 69 35 0

2.2% 11.9% 29.7% 37.3% 18.9% 0.0%

17 55 57 42 14 0

9.2% 29.7% 30.8% 22.7% 7.6% 0.0%

15 60 53 40 16 1

8.1% 32.4% 28.6% 21.6% 8.6% 0.5%

⑪
宮崎らしい景観や空間の創出など居心地が良く
歩きたくなる街

⑫
公共交通や自転車、シェアサイクル等の充実に
よる安全で快適に移動（回遊）できる街

⑬
駐車場や駐輪場が、適切な場所に適切な台数確
保された利便性の高い街

⑭
子ども達がまちなかに関わる、学ぶ機会の多い
街

⑮
高齢社会の進展に対応したバリアフリーへの配
慮やわかりやすい案内の整備された街

⑯
地元産の素材を使用する地産地消の取組が進
み、｢食｣等の魅力の向上により観光客が行きた
くなる、観光客を案内したくなる街

⑰
｢ニシタチ｣を中心とした観光資源が活用される
とともに、快適に過ごせる繁華街環境が整備さ
れた街
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問12

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

下記の18項目の対策のうち、今後特に重要であると考える項目を５つまで選んでください。

選択肢　（回答者数   人） 回答数 構成比

人々や企業等が活動的で、チャレンジ（起業
等）しやすい街に向けた対策

46 24.9%

多様な人材や企業等が連携して新しいビジネス
が生まれたり、中小企業の事業引継ぎが円滑に
行われる対策

69 37.3%

ワーク・ライフ･バランスを普及させる対策や、
人材の確保･定着や働きやすい環境を整備する対
策

43 23.2%

保育環境の充実やテレワーク、短時間労働等の多様な
働き方が進み女性の就労支援を進める対策や、若者の
地元企業への就職・定着対策、ＵＩＪターンによる人
材確保や人材育成を充実させる対策

57 30.8%

空き家や空き店舗等を活用して店舗やオフィス
の集積、居住機能を充実させる対策

67 36.2%

橘通り周辺の老朽化した民間建築物が集まる地
区の対策

52 28.1%

民間のマンション等の建築を進め、まちなか居
住を誘導する対策

8 4.3%

魅力ある商業施設や商店街が集まり、商業機能
を充実させる対策

66 35.7%

ごみのぽい捨てや路上喫煙防止に加え、子育て
世代から高齢者まで多世代に優しい生活環境を
整備する対策

42 22.7%

大規模火災や震災などに備えた防災･減災対策 17 9.2%

宮崎らしい景観や空間の創出など居心地が良く
歩きたくなる街に向けた対策

71 38.4%

魅力的なテナントが通りの建物１階に入居して
いる等、用事が無くても歩いて移動（回遊）し
たくなる対策

48 25.9%

公共交通や自転車、シェアサイクル等の充実に
よる安全で快適に移動（回遊）できる対策

32 17.3%

駐車場や駐輪場を、適切な場所に適切な台数確
保する対策

58 31.4%

子ども達がまちなかに関わる、学ぶ機会を増や
す対策

33 17.8%

高齢社会の進展に対応したバリアフリーへの配慮やわ
かりやすい案内を整備する対策 43 23.2%

地元産の素材を使用する地産地消の取組や、｢
食｣等の魅力の向上に向けた対策

38 20.5%

｢ニシタチ｣を中心とした魅力向上と、快適に過
ごせる繁華街環境に向けた対策

27 14.6%

計 817 0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問13

問14

（主な意見）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

中心市街地の活性化に関する事業の認知度について、あてはまるものを選んでください。

参加･利用･見たこ
とがある

79 20 84 2

42.7% 10.8% 45.4% 1.1%

101 13 71 0

54.6% 7.0% 38.4% 0.0%

122 10 51 2

65.9% 5.4% 27.6% 1.1%

148 27 9 1

80.0% 14.6% 4.9% 0.5%

121 31 33 0

65.4% 16.8% 17.8% 0.0%

109 28 48 0

58.9% 15.1% 25.9% 0.0%

80 21 83 1

43.2% 11.4% 44.9% 0.5%

100 27 58 0

54.1% 14.6% 31.4% 0.0%

中心市街地のまちづくりについて、自由な意見をお書きください。

バスが利用できる時間帯をもう少し増やしてほしい。

小さな子供を連れて動きにくい。親子連れは街よりイオンを選ぶと思う。

自転車レーンと歩行者レーンをもっと多くの人が気づきやすい印を付ける等の対策が必要。今の
マーク等では、気づいていない人は多い。

ゴミが気になります。又、道路に穴が有ったり、割れていたりと、歩きにくいところがあります。

花壇の花はとても和ませてくれます。ベンチに座って一息つくときにとても良いです。

通りに行きたいと思う店が少ない。

公園のような屋根付きの椅子を置いて緑ある空間も作って欲しい。

アミュプラザが出来てから広島通りも活性化され、賑わいは増えていると思う。

中心地から遠い人は駐車場が問題だと思う。駐車場マップなどがあればいい

項　　目 知っている 知らない 無回答

①

高千穂通りでは「居心地が良く歩きたくなる空
間」とするために自転車道の整備や歩道上での
オープンカフェ等が可能となる道路の再整備が
予定されています。

②

ウォーカブルでにぎわい溢れるまちづくりを目
指し、NTTグループによるNTT広島ビル（北棟：
高千穂通り、南棟：広島通り）の再開発が予定
されています。（令和７年春全面開業予定）

③

令和９年に国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大
会が宮崎県で開催されます。これに関連して県プール
が錦本町（宮崎北警察署周辺）に令和７年４月にオー
プン予定です。敷地内には大学機能や放送局等の整備
も予定されています。

④

中心市街地（JR宮崎駅～橘通3丁目周辺（約
2.1km））では、低速電動バス(グリーンスロー
モビリティ（愛称「ぐるっぴー」))が運行して
います。

⑤
「ぐるっぴー」は本市の中心市街地を12分間隔
で、運賃100円（小学生以下は無料）で運行して
います。

⑥
きれいな街並みをつくるため、市民ボランティ
アが橘通りなどの花壇に定期的に花を植えてい
ます。

⑦
ごみのない美しい街にするため、市では、橘通り・一
番街・若草通をごみのポイ捨てや歩行喫煙の禁止区域
にしています。

⑧
宮崎のまちなかのにぎわい創出のため、毎月第４土曜
日に一番街と若草通で「街市」を開催しています。
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

宮崎駅から広島通りは歩いても楽しめるようになったが、橘通りから市役所方面はあまり昼間に
歩いてみようとは思わない。

１０年前より高い建物が増えていると思う。綺麗になってるが宮崎の街らしさが少ない。明るいみど
りなどが欲しい。

すごく興味のある行事や買い物に行きたい気持ちはあるが、駐車場の事などを考えると中々気軽
に行けない。

用件がなくても行ってみたい。知人・友人に自慢したい街。久しぶりに帰省しても行きたい街。美味
しいもの・懐かしいものがある街。花のある街。ごみの無い街。

無料の駐車場を増やしてほしい。

アミュプラザが出来たので駅前が活性化した。NTTが開業すると、さらに人通りが増えると思われ
る。また、高千穂通り等に座れる施設があると良い。

アミュプラザの広場でイベントがあると楽しみで行ってみたくなる。楠並木の朝市も特産物があって
良い。

企業誘致を進めたほうが、人口も増え、人がたくさん市街地に行く様になると思う。

子ども参加型のイベントや来店ポイントなど、もっと中心部に行きたくなるようなイベントをつくって
ほしい。

空きビル等を使って学びの場は出来ないか。

小さくても個性的な店が少しずつ増えてきてると感じてますが、駐車場がないと行きづらいです。

宮崎駅周辺の再開発もあり、１０年前に比べると活気が出てきていると感じます。今後、ますます、
中心市街地を含め、市全体が魅力的で若い世帯の移住や転入者も増え、人口減に歯止めがかか
ると良いです。

中心地をぐるぐる回るバスがあっても良いのでは。ぐるっぴーを夜間も走らせてほしい。

宮崎駅から高千穂通りをウインドーショッピングを楽しんだり、アイスを食べたり、マンゴージュース
を気軽に飲んだりする店だったり、キャラクターグッズを集めた店だったりが並ぶと人が集まると思
う。

中心市街地について宮崎駅東側エリアも含めて検討した方がよいのではないか。

一時はイオンモールのみが表立っていましたが、最近は宮崎駅の周りが活性化したと思っていま
す。橘通り、一番街も活性化が見えるような施策もお願いしたいです。

「ぐるっぴー」の運賃はを車両の外側からでもわかるよう大きく表示したり、走行ルートの表示な
ど、市民や観光客が利便性を認知すれば、利用者も増えると思う。

宮崎駅前にアミュが開業し、アーミーロードも活性化されてきていて、ぐるっぴーも良い取り組みか
なと思います。若草通りもまだ空き店舗はあり、老朽化も心配ですが、明るい新しい店も少しずつ
増えてきて楽しみです。植栽も定期的に綺麗にしていただき、比較的綺麗な中心市街地かと思い
ます。

以前に比べれば、かなり改善された印象。
橘通りは良くなったと思うが、まだまだ部分的。高千穂通りに夜間屋台等の出店飲食街等を創出
して人の賑わいを作り出すことができると良い。

街市はすごく良い取り組みだと思います。他県の方に自慢できるもの。益々大きなものにしてほし
いと思います。

飲み屋ばかりでなく、ウインドウショッピングも楽しめる街。昔のような若草通り、広島通りのファッ
ション街が復活すると良い。

青空ショッピングセンターの取り壊しと整備を進めてほしい。
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・

・ 子供が室内で遊べる場所を作って欲しい

・ 用事がなくてもぶらぶら散歩しながら楽しめるような空間が欲しい。

・

・ 中心地にもう少し親子で利用できる飲食店、洋服屋、イベントが増えるといいなと思います。

・

・ NTT跡やプール周辺のテナントを楽しみにしています

・

・

若草通りに合流する四季通りなどのストリートに、若い方が立ち上げた個性的なお店が多く頑張っ
てほしいと思う。

まちなか再生事業で容積率、税金面の規制緩和を行っているが、クリエイティブ産業などの誘致を
行うことで魅力あるまちづくりが出来るのではないかと考える。

ゴミのポイ捨ては多く、路上喫煙も減っていません。

まちづくりのことについて知らないことが多いので、もう少し宣伝があればいいと思います。

メガドンキやアミュプラザによって昼間の人口流動が活発になった印象。さらに、駅前通りや若草
通も徐々に魅力ある店舗が増えているように感じる。今後の盛り上げにはインバウンド対策が必
須。
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（１）調査期間 令和6年10月11日 ～ 令和6年10月25日　　※終了後も一定期間回収
（２）モニター数 199人
（３）回答者数
（４）担当課 都市整備部　公園緑地課

 ◆ 調査の目的

公園の多様化するニーズに応えるため、現代の利用者の要望や民間活力の導入による維持管理運営費
用の改善など、今後の公園の在り方について再検証する必要があるため。
公園・広場に対する意向を把握するため。

 ◆ 調査の概要

182人　（回答率92％）

 ◆ 調査結果考察

令和６年度 宮崎市政モニターアンケート

「橘公園の今後のあり方」に関するアンケート調査 集計結果 

知っている 知らない 無回答

行ったことがない

かつて1回だけ行ったことがある

数年に1回くらい

年に1回くらい

年に数回くらい

月に1回くらい

月に数回くらい

毎週に1回くらい

毎週に数回くらい

その他

【問1】橘公園が宮崎市を代表する公園と
     知っていますか。　

【問2】橘公園にどのくらいの頻度で行き
      ますか。

【問3】橘公園に訪れた時間帯を教えてく
     ださい。　

【問4】橘公園をどのように利用されてい
     ますか。 
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【問5】橘公園の市役所前広場については、2000年代に改修を行っています。
     好みの植栽デザインはどちらか教えてください。

【問6】現状の植栽のデザインについて、良い点または課題点、改善点などがあれば教えてくださ
     い。（自由記述）

・写真を撮った季節の問題かも知らないが、緑が少なく感じる。
　周りの建造物の関係もあると思うが、やはり、宮崎らしく緑豊かなイメージを出して欲しい。
・緑が綺麗で、定期的に管理してくださっているが、色彩少なく、特徴があまり無い印象です。
　宮崎の象徴的なブーゲンビリアや東京等のように大淀川添いは春綺麗な桜を植栽等の改善とす
　ると、利用する人も増えるのではないでしょうか。また観光ホテル前のベンチのテントもあり
　がたいですが、老朽化してきているため、青島に増えているようなオシャレテントベンチにリ
　ニューアルしてみてはどうでしょうか。
　屋上や外観なども意識するようお願いや条例など検討していただきたい。　                                                                           　
　etc.　　　　　

【問7】現状の植物の維持管理のあり方について、5段階評価から教えてください。

1990年代の橘公園が好み 2000年代の橘公園が好み
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【問8】植物の維持管理費用の課題がある中で今後、どのレベルで維持管理すべきかについて、
      5段階評価から教えてください。

【問9】植物の維持管理について、具体的に良い点または課題点、改善点などがあれば教えてく
     ださい。（自由記述）

・緑が綺麗で、定期的に管理してくださっているが、色彩少なく、特徴があまり無い印象です。
　宮崎の象徴的なブーゲンビリアや東京等のように大淀川添いは春綺麗な桜を植栽等の改善とす
　ると、利用する人も増えるのではないでしょうか。また観光ホテル前のベンチのテントもあり
　がたいですが、老朽化してきているため、青島に増えているようなオシャレテントベンチにリ
　ニューアルしてみてはどうでしょうか。
・わざわざ橘公園を目的に行ったことはありませんが、市役所に行ったり走行する車の中からよ
　く見ています。いつもきれいに管理されて感心しています。観光客の方は満足されていること
　だと思っています。
　1990年が良いのか2000年が良いのか写真の写し方・構図も違うのでどちらとも言いにくいです
　が、気持ちよくなる公園であればいいと思います。
・宮崎は公園がたくさんあり子育て世代にはありがたいのですが、利用しづらい所がほとんど
 　で、もったいなと思います。
　利用が少ないのに維持管理費だけで費用がかかっているかもしれないので、必要性の調査をし
　たほうがよいのではないかと思います。
    etc.

【問10】橘公園の植物以外（施設や機能など）の維持管理について、具体的に良い点または
    課題点、改善点などがあれば教えてください。（自由記述）

・管理がしにくそうなので、もう少し木をコンパクトにして範囲を減らすといいのではないか。
・確かに橘公園は宮崎の中心街への入り口ではありますが、そこだけが公園ではないことから適
　度な管理・適度な維持管理費で良いと思います。草だらけであまり管理されていない小規模公
　園の管理維持にも務めて頂きたい。
・自家用車での移動が多く、周辺道路は交通量も多い上、駐車場も少ない為そもそも橘公園を利
　用する機会がない。利用しようと思わない。市役所、宮崎観光ホテルを利用した際に公園を歩
　くことがたまにある程度。公園においてイベント等を催さないと行こうと思わない。
・維持管理について何を実施されているのかわからないので答えられない。
　もっと宮崎市が賑わう場所として何か実施できないか、週末のマルシェ、夜の屋台、ジョギン
　グコース、サイクリングコースとにかく人が集まる（楽しめる）ことを実施してほしい。 
　 etc.
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【問12】橘公園の植物の維持管理に市民が参加すること（花植えや除草などの作業を一緒に行
    う）について、5段階評価から教えてください。（1つ選択）

【問13】橘公園での市民参加型イベント（マルシェやフリーマーケットなど）の関心について、
    5段階評価から教えてください。（1つ選択）

【問11】宮崎市の負担抑制や活性化を目的に、橘公園の維持管理運営を官民連携（Park-PFI）
    で行う場合、どのような機能や施設、方策があれば、まちの活性化や負担軽減などにつ
    ながると思いますか？

・橘公園から大淀川上流については、桜並木が整備されています。さくらの咲く時期に「さくら
　マラソン」等の企画を行ったらどうでしょうか。橘公園の下の河川敷きをスタートとゴールと
　して、桜並木付近に屋台等をだして集客を図る。
・橘公園周辺の企業に橘公園維持管理管理ボランテイアを組織して、市役所職員が率先して参
　加、ボランテイア活動として宮崎市の経費削減を図る延岡市の五ヶ瀬川菜の花祭りはボランテ
　イアグループで菜の花の植栽から河津桜の植栽」、維持管理を実施してるかと思う。参考にな
　ると思う＊宮崎市公園緑地課等で勉強に行ったら良いかと思います。コットン植栽Ｇ（ベンベ
　ルグ工場のＯＢ等で組織）
・SNSも上手に活用し、宮崎こどものくにビルドアッププロジェクト始動しているAOSHIMA 
　PICNIC CLUB、NOT A HOTEを運営する株式会社LibertyshipやNOT A HOTEL株式会社を経営
　する濵渦伸次氏が率いる元アラタナチルドレンの方々と連携すると、新たな公園のあり方も見
　えてくるのではないか。
　etc.
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【問14】橘公園での市民参加を活性化させるには、どうすればよいのか教えてください。

・橘公園は市民がわざわざ行くような観光地的なものではないと思います。
　フローランテのように駐車場も近くあるわけでもなく、市民が市役所等近くに来た際に気持ち
　良くなれがいいのではないでしょうか。又、観光客等の方が車から見たりホテル利用等で歩か
　れる時、気持ち良くなればいいと思います。
・「橘公園の市民参加の活性化」とは？　何を活性化したいのか設問の意図が分からない。
　橘公園の設置目的は、市民や観光客が散策しながら、朝靄や夕焼けなど四季折々の自然が織り
　なす景観を楽しむ、宮崎市中心市街地にある唯一のリバーサイドパークである。「賑やか＝活
　性化」ではない。
・近辺の人以外は、やはりそこに行くための足の確保が一番だと思います。わざわざ出かけて
　行って、ただ疲れて帰るのでは、二度といかないでしょう。足の確保と駐車場の確保が一番必
　要と思います。
・市民が参加したくなるようなマルシェやフリーマーケットもいいですね。でも知りませんでし
　た。広い情報発信が必要だと思います。夜カフェや屋台ラーメンもいいと思います。駐車場の
　確保も大事だと思います。
・各地区を輪番とし、各地区住民・企業に参加を呼び掛ける。植栽をした場所には、ネーミング
　ライツにより、自由にネーミングしてもらい、その後の一定期間の管理を促し、植物の成長を
　楽しんでもらう。

【問15】他に意見がございましたら教えてください。（自由記述）

・宮崎が他県民から一目置かれてるのは「食べ物の美味しさ」です。よく、そうコメントされて
　る。橘公園あたりに向かう観光客は少なくてもったいない。せっかく夕陽や大河だけ美しくて
　も、楽しくはないから観光客や他県民は足が向かないです。全国に安価で募集した民間に、土
　地を委託して、上述した世界や全国の３観光地のように、行けば楽しい、または美味しい、そ
　ういうイメージ戦略の堤防近辺エリアに変えたい。宮崎は土地の安さも強みです。
・『川端 康成がこよなく愛した夕日の臨められる公園』私は宮崎県民として人生４４年で初めて
　知りました。このことはもっと知られた方が良いワードだと思います。そして、夕日を臨めら
　れるカフェがあったら素敵ですね。
・今年の花火大会で見てたらすごい人でした。車を止めての夜店とかがあり楽しそうでした。
　もう少し整備してあげたらトイレ付近（橋の入口）を、整備して、植木やめて、芝生だけにし
　て、イスを置くとかそうするとよいのにと。あまり今は川の近くに行けないから橘公園の上は
　大事かもと。広場が欲しいです。イベントの時は。移動できる植物にしたらどうでしょうか。
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令和6年10月11日～令和6年10月25日　　　※終了後も一定期間回収

199人

183人　（回答率　92％）

田野総合支所　農林建設課

 ◆調査の目的

田野・清武地域日本農業遺産の認知度を確認するとともに、市民のニーズに対応した広報手法を検討する
ため

 ◆調査の概要

（１）調査期間

（２）モニター数

（３）回答者数

（４）担当課

 ◆調査結果考察

【問1】回答者の年齢層について
 ［目的］年齢層ごとの意見を把握できるようにするため

　［結果］50歳代～70歳代まで、ほぼ同じ比率であった

【問2】大根やぐら・大根棚の認知度について
　①大根やぐら
　［目的］田野・清武地域の日本農業遺産のシンボルとなっている大根やぐらの存在が市民にとって
　　　　　身近となっているかについて確認を行うため

　［結果］約９割の市民が「見たことがある」と回答し、認知度は高いと言える

　②大根棚
　［目的］「干し野菜」の代表格である千切大根は、主に清武地域で作られているが、実際千切大根
　　　　　が作られるために設置される大根棚の認知度の確認を行うため

　［結果］約７割の市民が「見たことがある」と回答し、認知度はあると言える

令和6年度 宮崎市政モニターアンケート

「田野・清武地域日本農業遺産」に関するアンケート調査 集計結果
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【問3】干し大根・千切り大根の食べる頻度について
　［目的］「干し野菜」の代表である「干し大根」や「千切大根」がどのくらいの頻度で食べられてい
　　　　　るかを確認するため

　［結果］
　　　①干し大根
　　　　約半数が２～３か月以内に１度は食べているなど一定程度消費をされていることがわかった。
　　　　一方で、食べないと答えたのが１割以上という結果もあり、食の頻度には差があることがわ
　　　　かった。
　　　②千切大根
　　　　干し大根と同じく約半数が２～３か月２～３か月以内に１度は食べているという結果だった。
　　　　ほとんど食べたことがないと回答したのは１割に満たなかったため、口にする機会は多いと考
　　　　えられる。

【問4】日本農業遺産の認知度について
 ［目的］市民にどのくらい「日本農業遺産」が認識されているかを確認するため

　［結果］約７割の市民が「知っている」もしくは「聞いたことがある」と回答し、認知
　　　　　度が高いことが分かった。

【問5】田野・清武地域日本農業遺産の認知度について
 ［目的］宮崎市民の方が田野・清武地域が日本農業遺産に認定されていることをどのくら
　　　　　い知っているかを確認するため

　［結果］約３割の方が知っていると答え、認知度が低いという結果になった

【問6】田野・清武地域日本農業遺産を知ったきっかけについて
 ［目的］どのようなきっかけで田野・清武地域が日本農業遺産に認定されていることを
　　　　　知ったのかを確認するため

　［結果］約６割が新聞やテレビ、ラジオで知ったと回答している

【問7】ロゴマークの認知度について
 ［目的］田野・清武地域日本農業遺産推進協議会が作成したロゴマークの認知度を確認す
　　　　　るため

　［結果］約９割の方が「見たことがない」と回答し、認知度が著しく低いことが分かった
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回答数 割合
2 1%

11 6%
24 13%
35 19%
40 22%
29 16%
25 14%
15 8%
2 1%

【問8】イベント出展の接触回数について
 ［目的］認知度を高めるために、様々なイベントに出展しているが、どのくらい認知され
　　　　　ているのかを確認するため

　［結果］約８割が「見たことがない」と回答し、イベントで広く認知されていないことが
　　　　　分かった

【問9】イベント出展を見た場所について
 ［目的］どのイベントで田野・清武地域日本農業遺産が認識されているかを確認するため

　［結果］約６割が宮崎ブーゲンビリア空港（空港展）をあげており、空港展での広報が一
　　　　　定程度成果をあげていることが分かった

【問10】効果的な取り組みについて
 ［目的］広報を続けていくにあたり、どのような広報をするのが効果的か確認するため

　［結果］メディアを使った広報活動と答えた方が約半数であり、学校教育や刊行物もそれ
　　　　　に次いでいる

 ◆調査結果まとめ

　調査を行った結果、田野・清武地域日本農業遺産のシンボルとなっている大根やぐらと大根棚は「見た
ことがある」と答えた市民が非常に多かったが、田野・清武地域が日本農業遺産になっていることを知っ
ている市民が約３割にとどまるなど、認知が十分にされているとは言えない現状である。
　また、協議会のロゴマークの認知度も非常に低いことが分かった。広報活動としての空港展はある程
度、周知度もあり、成果が出ていると感じるが、今後の周知活動についてもメディアを使った広報活動を
積極的に行う必要がある。

 ◎ 調査結果（各設問に対する回答）

 ■ 回答者の属性について

回答内容
10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代
80歳代
未回答

 問１ あなたの年齢をお聞かせください

1%6%

13%

19%

22%

16%

14%

8%

1%
10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代
80歳代
未回答
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①大根やぐら ②大根棚

回答数 割合 回答数 割合
161 88% 125 68%
20 11% 56 31%
2 1% 2 1%

①干し大根（たくあん） ②千切り大根

回答数 割合 回答数 割合
3 1% 0 0%

13 7% 6 3%
35 19% 37 20%
38 21% 53 29%
47 26% 60 33%
20 11% 14 8%

25 14% 11 6%

2 1% 2 1%

 ■ 大根やぐら等の認知度及び干し大根等の食べる頻度について

回答内容 回答内容
見たことがある 見たことがある
見たことがない 見たことがない

未回答 未回答

回答内容 回答内容
ほぼ毎日（週に4日以上） ほぼ毎日（週に4日以上）

週に１～3回以上 週に１～3回以上
月に1～3回以上 月に1～3回以上

2～3か月に1回程度 2～3か月に1回程度
年に1～3回程度 年に1～3回程度
何年かに1回程度 何年かに1回程度

食べない
（ほとんど食べたことがない）

食べない
（ほとんど食べたことがない）

未回答 未回答

 問２ 大根やぐらと大根棚をそれぞれ見たことはありますか

 問３ 干し大根(たくあん）と千切り大根を食べる頻度について教えてください

88%

11%
1%

見たことがある
見たことがない
未回答

68%

31%

1%

見たことがある
見たことがない
未回答

1%
7%

19%

21%26%

11%

14%

1%
ほぼ毎日（週に4日以上）

週に１～3回以上

月に1～3回以上

2～3か月に1回程度

年に1～3回程度

何年かに1回程度

食べない（ほとんど食べたこ

とがない）
未回答

0% 3%

20%

29%
33%

8%
6%

1%
ほぼ毎日（週に4日以上）

週に１～3回以上

月に1～3回以上

2～3か月に1回程度

年に1～3回程度

何年かに1回程度

食べない（ほとんど食べたこ
とがない）未回答
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回答数 割合 回答数 割合
45 24% 59 32%
73 40% 121 66%
62 34% 3 2%
3 2%

回答数 割合
48 61%
14 18%
6 8%
7 8%
2 2%
2 3%

 ■ 認知度について

回答内容 回答内容
知っている 知っている

聞いたことはある（内容までは知らない） 知らない
知らない 未回答
未回答

回答内容
新聞や雑誌、テレビ、ラジオ

自治体、関係団体のホームページやＳＮＳ（Ｘ、Instagram、Facebook等）
日本農業遺産に関するポスター、パンフレット、のぼり

知人、友人などからの口コミ
日本農業遺産に関する講演会やイベント

その他

 問４ 「日本農業遺産」について知っていますか
 問５ 田野・清武地域が日本農業遺産に認定

 されていることを知っていますか

 問６ 問５で知っていると回答した方に質問です。 
     田野・清武地域の日本農業遺産認定を知ったきっかけは何ですか。（複数回答可）

回答者 58名

その他 仕事で見学した、家族から聞いた

61%18%

8%

9%

2% 2%
新聞や雑誌、テレビ、ラジオ

自治体、関係団体のホームページやＳＮＳ

（Ｘ、 Instagram、Facebook等）

日本農業遺産に関するポスター、パンフ
レット、のぼり

知人、友人などからの口コミ

日本農業遺産に関する講演会やイベント

その他

24%

40%

34%

2%

知っている

聞いたことはある

（内容までは知らない）

知らない

未回答

32%

66%

2%

知っている

知らない

未回答
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回答数 割合
16 9%

164 89%
3 2%

回答数 割合 回答数 割合
41 22%

140 77%
2 1% 7 15%

6 12%
7 15%

回答内容
見たことがある
見たことがない

未回答

 ■ イベントについて

回答内容 回答内容
見たことがある
見たことがない

未回答 田野地域のイベント会場
清武地域のイベント会場

その他

 問７ 田野・清武地域日本農業遺産推進協議会のロゴマークを見たことがありますか

 問８ 様々なイベントに出展していますが、
    出展を見たことがありますか

 問９ 問８であると答えた方はどこで見たことが
    ありますか。（複数回答可）

宮崎ブーゲンビリア空港
（空港展）

28 58%

その他
 テレビ（2票）、イオン、G7農業大臣会合、
 JA、ひなたフェス、市の広報誌

58%
15%

12%

15% 宮崎ブーゲンビリア空港
（空港展）

田野地域のイベント会場

清武地域のイベント会場

その他

9%

89%

2%

見たことがある

見たことがない

未回答

22%

77%

1%

見たことがある
見たことがない
未回答
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回答数 割合
127 26%
79 16%
74 15%
73 15%
28 6%
98 20%
11 2%
2 0%

その他

回答内容
テレビ、ラジオによる広報

新聞、雑誌による広報
学校などでの教育

ポスター、チラシ、パンフレット
「日本農業遺産」に認定された地域の地方自治体などのホームページ

SNS（Ｘ、Instagram、Facebookなど）での広報
その他
未回答

 物産イベント（2票）   販売店でのフェア、ポスターの掲示
 SNS配信企業と連携し、SNS配信を活用   トップセールス、デモ実演等
 すべての取組みが必要   スーパーでの切り干し大根の販売
 市の広報サイトへの掲示   地方自治体の回覧や市や県の広報誌
 加工品とあわせたプロモーション
 おしゃれな若者や主婦がかっこいいイメージを抱いて人気の出る商品を工夫する

 問１０ 「田野・清武地域日本農業遺産」について、より多くの人に知ってもらうためにど
     のような取り組みが効果的だと思いますか。（複数回答可）

26%

16%

15%

15%

6%

20%

2% 0%
テレビ、ラジオによる広報

新聞、雑誌による広報

学校などでの教育

ポスター、チラシ、パンフレット

「日本農業遺産」に認定された地域
の地方自治体などのホームページ

SNS（Ｘ、 Instagram 、Facebookなど）

での広報
その他

未回答
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 問１１ より多くの方に田野・清武地域日本農業遺産そのものの内容を知ってもらうためにどのよう
     な取り組みを行えばよいと思いますか

〈テレビ、新聞、ラジオを利用する〉
 ・積極的にTVコマーシャルで流す。全国版で。
 ・地元放送局に取り上げてもらう。
 ・マスコミを利用した、広報活動!!
 ・視聴率の高い番組に取り上げてもらう。ライトアップしたりするのを見たことがあるので。
 ・非常食としての有効活用や地元のローカル番組等での実演料理の紹介番組への出演。宮崎市として
  独自の番組枠を買い上げてのPR、市長によるトップセールスの推進等に力を入れないと、他力本
  願の取り組みだけではマスコミも取り上げないと思う。
 ・おぼろげに「日本農業遺産」という名称は聞き覚えがあります。拡散するためのメディアでのPR
  活動は一番だと思います。日本農業遺産そのものが私もですが、わかりません。TVで番組をつく
  ること。新聞に取り上げるなど、広報活動をもっとする必要があると思います。
 ・定期的にテレビ、ラジオ、新聞で取り上げてもらう
 ・やはり目にしないと記憶に残らないと思うので、テレビや新聞での広報が大切と思います。
 ・若者は今はスマホでキャッチできるでしょうが、高齢者の多い時代、テレビ、ラジオ、ポスター、
  新聞などの情報提供を望みます。
 ・地産地消を使った野菜などでカフェやランチを楽しめるお店をもっとテレビで紹介してほしい
 ・まず、日本農業遺産の存在を知らなかったし、綾町ならわかるけど、なぜ田野・清武？と思いまし
  た。大根やぐらの話が出てきてやっとそういうことかと思ったので、もっとニュースなど、メディ
  アでの広報をしてもらいたいです。

〈SNSを利用する〉
 ・自治体、宮崎観光大使のSNSでの情報発信
 ・Instagramを拝見しました。日本人向けではなく海外向けに発信した方が良いと思います。われわ
  れが見慣れた風景であっても海外では珍しいため、その波及効果に期待したいです。
 ・Instagram等のSNSで発信を行い、拡散してもらうことが必要だと思う。
 ・体験型のイベントの開催（種まきの時、収穫の時、大根干し）と色々作業があると思われる、その
  各時期で行う。大根を使った料理のレシピ紹介、募集を行いSNS・メディアで広める
 ・日向坂や農業高校や調理科ともタイアップし、若い力、世代、また専門家の野菜ソムリエと共に新
  たなメニューや活用法、良さを見出し、配信していく。
 ・SNSなどでもっとたくさん情報を流す。人が興味を持つような投稿を作る。
 ・SNSの活用
 ・Instagramのストーリーに広告を流す。
 ・SNS等のインターネットに写真と解説をアップ
 ・インスタやYouTubeでフォロワーが多い人とコラボする。たとえば切り干し大根や干し大根を
  使った料理を作ってもらったり、どこで買えるのかを紹介してもらう。
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〈プレゼント〉
 ・プレゼントキャンペーン
 ・お店で買ってくれた人に、更に別の特産品を抽選でプレゼントするなど関心を持ってもらう。
 ・お試しのものを配る

〈イベント関係〉
 ・レプリカを干しているところをイベントで見て興味を持ったことがある。ネット社会だが、コロナ
  が明けた今、視覚的にイベントで見せると効果があるかもしれない
 ・夜のライトアップのイベントを見て、楽しそう、行きたいと思いました。
 ・子どもと大根やぐらの収穫体験に参加させていただいたことがありますが、とても魅力的でした近
  くで見ることで、やぐらのすごさも感じましたし、子どもたちへの食育にも役立ちました。そのよ
  うな親子参加型イベントで案内するのが良いと思います。
 ・都市部でのイベント出展
 ・フェス方式のイベントも入れて欲しいです。
 ・田野周辺で大きなイベントを定期的に複数回行う！
 ・子ども向けのイベント。切り干し大根を作るワークショップ
 ・イベント（若者が多く来るところ、県外の人が多く参加する）でアピールする
 ・イオンなどの商業施設での参加がたのイベントをしては、どうか？
  スタンプラリーやクイズラリーで景品(たくあんなどがあたる)付きにしてみては。
 ・日向坂４６のひなたフェス２０２４にて大根やぐらを初めて見た。もっと人が行く場所に設置する
  と知名度が上がると思う。
 ・日向坂のコンサートで大根やぐらのライトアップをしたのが若い人たちにも親しんでもらえてよ
  かった。イベント等で情報発信するのがいいと思います

〈学校教育〉
 ・学校で子供に伝える
 ・市民に知っていただくなら、教育において子どもたちに伝えていくことが近道であり、将来的に広
  がっていくと思う。
 ・学校の社会科で教えて、子どもから親に伝わるようにする。教えるときに親に伝えたくなるような
  教え方の工夫をする。
 ・学校での配布物があれば目にすることもあるので、親世代の認知度も上がるのではないかと思いま
  す。
 ・学校教育の一環として日本農業遺産を学ぶ。
 ・定期的に小学校や中学校がツアーを組んで訪問する機会を作る。
 ・学校や地域などで体験や見学ができる機会があると、学びやすく知ってもらえるから良いと思う
 ・体験授業など行っていただくと子供も大人興味をもったり、知るきっかけになると思う。
 ・七野小学校などで、子ども達に農業体験や学習をしてもらい、その様子を一緒にテレビやSNSなど
  であげられると子育て世代や若い人たちにも知ってもらえる機会が増えるように思います。
 ・子供達の遠足や社会科見学で見学や内容を教えたりする。子育て世帯は子供中心なので子供が行け
  ば覚えると思います。

49



〈スーパー〉
 ・現在清武に引っ越してきて2年ですが、日本農業遺産とは知りませんでした。旗とか立っているん
  ですかね?お店にチラシを置いたりとかキャンペーンをしたりとかをすれば認知されるようになる
  と思います。
 ・スーパーの商品の周りに記載する。フェアを行う。
 ・人が多く集まる場所・・・ショッピングモール等での広報活動。
 ・田野・清武地区で地場産品を扱うお店や地場野菜を積極的に使用する飲食店がポスターやのぼりな
  どで特別感をアピールしてはいかがでしょうか
 ・スーパーマーケットにロゴマークを展示してもらう。
 ・スーパーなどの小売店に田野・清武地域生産の切り干し大根を販売し、認知度を高める必要がある
  と考える。
 ・スーパーなどで販売する時などに広告などで知らせる

〈旅行〉
 ・宮崎観光旅行のコースに組み込んでもらう
 ・実際にきてもらって見てもらったり、体験したり、食したりするツアー。
 ・農業収穫体験や料理体験と試食等のオリジナル視察ツアーの季節毎の定期的で魅力的なイベントを
  民間委託の実施。
 ・「農業遺産バスツアー」で作業の体験や農産物を使ったランチ等提供していただけると楽しいと思
  いました。
 ・大根やぐらは印象的なので、宮崎駅や空港に展示。
 ・物産館や空港などの土産物売り場で干し野菜の試食、販売やチラシ配りをする。
 ・全国的展開としては、空港での展示がとてもインパクトがあった(たまたま宮崎空港で遭遇)。また
  同時に物産の販売も行えるので効果的。これを、全国各地の空港で実施できるとさらに効果がある
  ような気がする。
 ・宮崎空港に「田野・清武地域日本農業遺産特設スペース」を常設展示し、干し大根の製造工程を写
  真と図でわかりやすく展示する。展示スペース借用費用はたくあんや千切り大根の売り上げでカ
  バーする。
 ・宮崎駅、空港などでのキャンペーン
 ・大根やぐらや干し大根、千切り大根は県外にも誇れる素晴らしいものなので宮崎県の入り口（空港
  や宮崎駅）にて日本農業遺産が主の（他イベントに参加という形ではなく）イベントを行うことが
  最も多くの方に広く伝わる手段かと思います。
 ・宮崎ブーゲンビリア空港での展示は県内外の人に知ってもらうのにとてもよかった。続けてほしい
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〈その他〉
 ・市役所や県庁などに出向いて試食会や販売をするべきだと思う。
 ・宮崎の人気イベントであるプロ野球やサッカーのキャンプとコラボしてはどうでしょうか。
 ・もっと田野の街に来てもらうようにするべき。
 ・企業案件
 ・展示会みたいなものがあれば見たい
 ・覚えてもらえるようなネーミングをつけてみたり宣伝キャラクターを考えてみるといいと思いま
  す。千切り大根試食ピーアール、保存食として考えてもいいと思います。
 ・多くの費用を架けない範囲で、該当地の公園に常設展示資料の掲示（見に来た人への立ち寄り場）
 ・「切り干し大根の日」や。「たくあんの日」を制定し、それを大々的にPRする。
 ・「全国切り干し大根サミット」を他県とも協力して開催する。
 ・楽天市場やふるさと納税の品
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